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人 口 と 世 帯

引 4 ｰ  一 見 ｲ を

男　5. ａ⊃〔〕.癶（ －12 ）

女　6  ﾖ  0 ｰ人 一 23 )

st い  .8 】人 (  -  35 )

世 帯 数2  ﾉ 33 ( ｰ  5  )

（

古

今

和

歌

集
)

さ

く

ら

さ
く
ら
は
、
そ
の
色
杳
と
容
姿
の

優
雅

さ
を
数
多
く
の
歌
に
よ
ま

れ
、

時
を
忘
れ
て
の
観
賞

に
た
え
て

い
ま

す
。
花
の
盛
り

が
い
か
に
も
短

か
く

ぱ
っ
と
咲

い
た
か
と
思

う
と
、
一
夜

の
風
で
ぱ
っ
と
敗

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
の
「
は
か
な
さ
」
と
「

い
さ
ぎ
よ

さ
」

が
私
た
ち
の
気
質
に
Ａ
Ｈ
う
の
か

も
し
れ
ま
せ

ん
。

※
町
真
は
観
月
台
公
園

"７６

4 月



町をつくろう

ぴしさを考え合わせ、健全財政を維持するためき

わめて抑制的 な姿勢で編成したもので、昨年の増

加率28 . 4 %を下まわる結果となりました。

それでは、町の１年間の台所をまかなう予算は

どのように使われるのでしょうか。

一
般

会
計

予

算

総

額

は

十
億

二

千

六

百

三

十

万

円

今
年
の
特
徹
を
上

げ
て
み
ま
す
と
、

政
人
に
つ
い
て
は
、
町
偵
が
約
二
倍
以

ｈ

に
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
財
政
対
策
に
よ

る
国
か
ら

の
借
入
金
．
ｆ

六
百
万
円

と
、
玖
気
浮

揚
対
碩
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
道
路
整
術

事
業
債
の
五
干
こ一
百
万
円

な
ど
が
あ
り

前
年
度
よ
り
九
１
二
百

六
十
万
円
多
い

こ
こ
九
・

一二
％
の
臨
い
伸

び
と
な
り
ま

し
た
。
・

ま
た
、
地
方
譲
与
税
が
六
百
4
.
一
万

円
｛
四
五
％

｝
伸

び
た
の
は
、
今
ま
で

県
と
指
定
都
市
だ
け
に
分
日
与
え
ら
れ

て
い
た
地
方
退
路
譲
与
税
の
二
〇
％

を

市
町
村

に
眼
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

か
ら
で
す
。

一
方
歳
出
に
つ

い
て
は
。
土
木
費
は

匸
二
・
八
％

と
比
較
的
低
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
内
容
を
み
ま
す
と
、
今
年
は

道
路
整
蝉
事
業

に
重
点
を
置
く
た
め
、

道
路
檎
梁
費
が
前
年
度
よ
り
五
千
四
百

三
十
六
万
円

、
六
五
％
増
え
て

い
ま
す
。

ま
た
性
質
別

に
兒
た
場
合
、
義
務
的

経
費
と
一
般
的
経
費
が
前
年
度
よ
り
低

く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
そ
の
大
半

を
占
め
る
人

件
費
が
低
い
伸
び
に
と
ど

ま
り
、
そ
れ

に
初
件
費
な
ど
、
竃
気
料

食
料
費
、
事
勧
費
な
ど
の
節
減
に
努
め

た
結
果
で
す

。

十
億
円
の
使
い
み
ち

民 生 費

さらに福祉の充実

１ 億4 , 573万 円

こ
の
経
費
は

。
社
会
福
祉
事
宸
の
推

進
、
老
人
福
祉
、
心
身
障
書
者
福
祉
、

児
責
福
祉
、
母
子
福
祉
、
国
民
年
金
制

度
の
蕎
及
、
徹
底
な
ど
、
町
民
の
福
祉

の
向
ｈ

と
充
実
を
Ｍ

る
た
め
の
も
の
で

す
。

・
重
度
心
身

師
害
者
医

療
叫
袖
助
と
し

て
　
　
　
　
　
　

一
白
一
七
万
円

・
敬
老
年
金
（
八
ｔ

歳
以
上
の
老
人
に

敬
老
の
ｎ

の
祝
金
と
し
て
一
人
丘
干

円
）
　
　
　
　
　
　

一
〇
七
万
円

・
老
人
ホ
ー
ム
組（
Ｕ
負
担
金
と
し
て

て

弋

万
円

・
老
人
家
鵬
本
仕
員
の
委
託
料
と
し
て

一

．
．五
万
円

・
老
人
健
康
診
査
委
託

糾
と
し
て

’
　

こ
七
万
円

’
老
人

ク
ラ
ブ
助
成
交
付
金
と
し
て

‐１九
万
川

・
老
人
医
療
費
と
し
て四

、
八
九
九
万
円

・
平
節
保
育
所
に
必
要

な
琵
費

八
．
て

万
円

・
乳
児
医
９
費
扶

助
費
と
し
て

二
〇
円
万
円

’
児
童
手
当
と
し
て

Ｉ
、
九
円
丘
万
円
．



豊かで住みよい

昭和51年度の国見町一般会計当初予算が、３月

町議会定例会で苟決されました。

今年の総翻は10億2 .630万円で､前年度と比べる

と、１億4.560万円､16.5％の増加となっています。

こ れは、現在の社会情勢から今後の町財政のき衛 生 費

健康を管理する

7 , 461万 円

町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
保
健

医

暸
体
制
の
整
備
．
公
衆
衛
生
活
動
の
推

進
．
環
境
衛
生
の
整
備

な
ど
、
保
健
衛

生
の
向
上
の
た
め
の
繕

費
で
す
．

・
家

族
針
画
の
指
導
の

た
め
に三

四
万
円

・
成
人

病
検
診
な
ど
の
委
託
科
と
し
て

一
八
四
万
円

・
公
立
藤
Ⅲ
総
合
病
院
組
合
費
負
担
金

『

七
〇
四
万
円

・
三
町
｛
伊
達
・
桑
折
・
国
見
｝
火
葬

場
協
議
会
負
担
金
　
　

五
七
万
円

・
毋
Ｆ
栄
簀
強
化
事
業
の
た
め
に

六
一
万
円

・
岡
保
会
計
槻
り
出
衾

．二
〇
〇
万
円

・
結
核
検
診
事
業
の
た
め
に．

六
八
万
円

・
各
棧
予
防
事
業
費
　

．
丘
七
万
円

・
生
活
環

境
噺
生
嚊
襃
と
し
て

一
殿
虫

剤
な
ど
）
　
　
　
　

．
０

九
万
円

・
ご
み
収
集
に
要

す
る
経
費

气

○
六
四
万
円

・
し
尿
処
理
、
伊
達
衛
生
処
理
組
合
の

恥
担
衾
　
　
　

二
、
ヒ

六
丘
万
円

商 工 費

商工業の振興を

1､183万円

町
の
商
工

業
の
近
代
化
、
｀
口
理
化
促

進
の

た
め
商
工
会
補
助
、
中
小
企
業
貸

付
金
の
貸
付
に
よ
る
金
融
の
円
滑
の
た

め
、
中
小
企
藁
振
興
頂
託
金

な
ど
を
計

上
し
、
商
１
翕
の
振
興
を
は
か
っ
て
お

り
ま
す
。

・
商
工
会
の
振
興
の
た
め
の
補
助
金

一
。六
〇
万
円

・
中
小
企
業
振
興
預
託
金

六
〇
〇
万
円

・
店
舗
な
ど
近
代
化
資
金
預
託
金

二
〇
〇
万
円

・
観
光
費
（
あ
つ
か
し
山
瓜
望
台
道
踊

補
修
と
駐
車
場
整
地
工

事
）
四
〇
万
円

予
算
財
政
と
は

家
計
簿
と
同
じ
で
す

わ
た
く
し
た
ら
は
日
ご
ろ

・。
’ｒ

算
」

と
か
『
財
政
』
と
い
う
こ
と
ぱ
を
し

ば

し
ば
耳
に
Ｌ
ま
す
が
、
な
ん
と
な
く
と

っ
つ
き
に
く
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
。
が
、
こ
れ
は
僅
民
に
と
っ

て
ひ

じ
よ
う
’に
重
要

な
こ
と
な
の
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
の
家
鵬

に
は
生
活
の

た
め
の
家
計
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
会
社

に
は
会
針
が
あ
る
よ
う
に
、
国
や
地
方

公
共
団
体
（
郎
道
府
県
や
市
町
村

）
に

は
予

算
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
予
算
を
中

心
と
し
た
岡
や
地
方
公
共

団

体
の
活
動
を
一
般
的
に
『
財
政
』
と

も
呼
ん
で

い
ま
す
。

国
、
県

、
市
町
村
は
、
わ
た
く
し
た

ち
個
人
の
力
、
活
助
に
ま
。か
せ
て

い
て

は
で
き
な
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
組
織

さ
れ
て
い
ま
す

。
た
と
え
ば
、
教
青
の

飯
興
、
道
路
や
上
下
水
道
の
鯲
及

、
社

会
保
障
の
充
実

。
治
安
の
維
持
な
ど
の

仕
事
が
そ
の
目
的
で
す
。

も
ら
ろ
ん
こ
れ
ら
の
仕
事
は
、
国
や

県
、
市
町
村
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら

れ
た
分
担
に
よ

っ
て
行

い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
公
共
的
な
仕
事
を
行
う
た
め

に
は
た
く
さ
ん
の
お
金

が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
お
金
は
、
国
の
鳩
合
は
国
民
か

（
次
員
へ

）



一

般

会
計
予
算
の
つ

づ
き

･農林水産業費

林道の整備など

１億2,  672万円

農
林
業
の
経
営
安
定

と
発
展
の
た
め

の
経
費
で
、
前
略
暖
に
引

き
続
き
ほ
堝

瞳
鱗
を
は
じ
め
、
陣
迫
の
閥
発
整
仰
が

主
な
も
の
で
す
．

・
農
業
委
員
会
の
活
動
費

こ
ヒ
六
万

円

・
奥
付
工
裏
４
人
持
別
対
爾
嘔
袰
補
助

四

ご一
六
万
円

・
農
奥
団

体
育
成
活
動
補
助
金

二
〇
四
万
円

・
畜
産
戴
費
と
し
て
　

．
．円
‥
．万
円

・
町
単
独
の
用
水
除
、
排
水
路
工
乍

｛
瓦
吽
一

：

○
○
○
万
円

・
人
技
地
Ｋ

桃
水
防
除
嘔
裏
の
負
担
衾

八
八
〇
町
円

・
伊
達
西
部
上
地
改
良
区
負
担
金

匕
九
四
万

円

・
昧
通
小
川
繚
川
発
整
爾
申
裳

．
、

．
０
０

り
円

・
陣
道
鳥
取
締
開
絶
９

嬋
亊
裳

．
、
Ｋ
Ｏ
Ｏ
ぴ
円

消 防 費

災害防止のために

５,１５６万 円

火
災
な
ど
の
災
害
を
防
止
し
、
人
命

と
財
産
を
守
る
た
め
の
経
費
で
す
．

・
常
附
消
防
費
と
し
て．こ

、
二
〇
六
万
円

・
町
消
防
団
の
鵬
動
運
営
経

費

二
〇
一
．一
万
円

・
消
防
施
設
費
と
し
て

六
六
四
万
円

｛
う
ち
消
防
自
動
嘸
購
人
丘
丘
○
万
円

｝

労 働 費

雇用の促進などに

201万円

労

働

金

庫

へ

の

貸

付

金

を

増

額

。。

労

働

者

金

融

対

策

預

託

余一
一
〇

〇

万

ｍ
‥

議 会 費

円滑な議会

運営を

2 ､ 970万 円

町

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
は
か
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
議
輿
報
剛
、
会
議

旅
賢
。
釧
査
旅
費
な
ど
の
議
会
運
営

費

と
嚊
拷
‥一
｀
費
と
か
ら
成

っ
て

い
ま
す
。

土 木 費

道路の新設などに

１億8,855万円

住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め

道
路
交
通
網
の
雙
爾
、
道
路
の

維
持
補

修
、
郁
市
針
尚

事
窺
、
公
営
住
宅
の
建

設
、
維
持
管
理
に
饗
す
る
経
賢
を
叶
上

し
ま
し
た
。

・
町
道
の
維
持

費
　

：

四

六
七
万
円

・
道
路
の
新
設
改
良
費一

億
九
ヒ
ヒ
万
円

｛
前
年
度
よ
り
九
二
・
三
％

の
増

｝

・
公
共
Ｆ

水
道
事
業
認
可
設
計
委

託
料

丘
三
〇
万
円

・
公
営
住
宅
管
理
費
　

八

。
卜
‘万
円

・
公
営
住
宅
建
設
の

た
め
に

一
住
宅
用

地
取
得
代
金
と
造
成
工
事
一

ベ

ヒ
叺
九
万
円

ら
咬
金

を
納

め
て
も
ら

っ
た
り
、

タ
バ

コ
や
酒
の
専
売
益
金
や
岡
債
を
発
行
し

た
り
し
て
集

め
ま
す
。
町
の
場
合
も
、

わ
た
く
し
た
ち
の
脱
企
や
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金

。
使
川
料
や
ｆ

数
料
、
そ

の
他
の
収
入

に
よ

っ
て
ま
か
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
囚
や
地
方
公
共
団
体

が
、

。
方
で

費
用
を
払

い
、
他
方
で
そ

の
財
源
を
Ｉ

め
る
仕
事
を
「

財
政
」
と

い
っ
て
い
ま
す
。

ま
め
ち
し
き

地
方
交
付
税

国
悦
で
あ
る
所
幡
睨
、
法
人
椪
、
酒

暁
の
一
定
刻
合
｛
昭
和
瓦
卜
年
度

は
、

。こ
二
％

｝
を
そ
の
総
額

と
し
、
地
方
団

体

が
秤
し
く
そ
の
ほ

う
べ
き
事
務
を
遂

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
国
が
交

付
す

る
税
を
い
い
ま
す
。

地
方
交
付
脱
制
慶
は
、
わ
が
国
の
地

方
財
政
綱
螫
制
慶
の
中

心
的
な
役
割
を

緊
た
す

も
の

と
し
て
、
昭
和

。一
卜
九
年

從
皋
の
地
方
財
収
平
衡
文
付
金
制
度
に

代
わ

っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

地
方
団

体
に
対
す
る
財
源
保
障
の
詼
能

を
町
し
て
い
る
た
め
、
財
源
保
障
制
度

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。



教 育費

児童の健全育成
のために

1 億 5 , 774万 円

次
代
を
担
う
こ
ど
も
遠
の
育
成
の
た

め
に
。
教
育
環
境
の
螯
爾
を
は

か
り
、

教
宵
の
扱

興
に
つ
と
め
ま
す
。
ま
た
。

町
民
が
健
全
な
生
活
を
営
む
た
め
の
、

社
会
教
育
、
保
健
体
宵
振
興
の
経
費
で

す
。

・
夜
閣
警
備
艮
を
廃
し
、
警
蜩
保
障
会

社
に
委
託
賢
臓
（
小
掌
校
四

と
中
学
校
）

二
七
〇
万
円

・
学
校
管
理
の
た
め
の
備
品
購
入

二
三
二
万
円

・
教
材
な
ど
の
備
品
購
入

四
三
四
万
円

・
組
合
立
大
技
小
学
枚
負
担
金

二
九
三
万
円

・
森
江

野
小
掌
校
校
庭
用
地
取
碍
の
た

め
に
　
　
　
　

一
、
三
〇
〇
万
円

・
小
中
学
校
の
要
保
護
。
串
要
保
護
生

徙
の
た
め
の
援
助
費

二
二
〇
万
円

・
幼
碓
園
の
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
な
ど
嬋
品

購
入
の
た
め
に
　
　
　

匕
六
万
円

・
公
民
館
町
民
掌
校
開
設
の
た
め
に

五
〇
万
円

・
公
民
館
図
書
購
入
費
と
し
ｔ

一
二
↓一
万
円

・
文
化
財
保
護
費
と
し
て

三
丘
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に

七
七
万
円

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
協
議
会
負
担
金

ベ

ー
九
七
万
円

総 務 費

町民生活の
向上を願って

１ 億８,１２０万 円

こ
の
経
費
は

’
町
が
行
う
事
務
の
う

ち
、
内
部
管
理
を
は
じ
め
．
財
産
の
管

理
、
庁
舎

の
維
持
管
理
．
町

勢
振
興
の

た
め
の
企
画
飼
査
、
各
牘
統
計
、
文
通

安
全
対
策
、
町
史
繙
さ
ん

費
．
町
税
の

賦
課
徴
収
、
広
報
広
聴
、
戸
籍
事
務
、

各
槽
選
挙
費
な
ど
、
町
艮
生
活
安
定
向

上
の
た
め
の
一
般
的
な
事
務
に
要

す
る

経
費
で
す
。

・
宿
直
制
の
廃
止
で
、
庁
舎

の
夜
閥
腎

俶
委
託
料
と
し
て
　
　

七
こ
万
円

。
広
裸
「
く
に
み
」
発
行

こ

Ｉ〇
万
円

・
庁
舎
増
改
築
費
　
　

匕
○
○
万
円

・
電
話
自
動
交
換
器
の
眼
入一

一
六
〇
万
円

・
防
犯
灯
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

’・
、
安
全
嫖

識
の
設
置
と
維
持
費
　

一
九
七
か
円
・

・
町
史
繃
さ
ん
の
た
め
に

九
四
〇
万
円

・
町
勢
振
興
計
面
書
作
成
経
費四

二
万
円

・
選
挙
贄
｛
県
知
事
、
衆
議
院
、
町
長
｝

三
六
〇
万
円

特別会計予算（当初）
阡 円）

会　　 計　　 名 本年度予算額 前年度予算額 比 較

国 民 健 康 保 険 5.418 325.263 20.155

貝 Ⅲ 簡 易 水 道 4 .003 ， 2.1 引 L852

入 山 財 産 区 2 L825 し 9

育 英 財 産 区 2.211 2.  3 △32

大 木 戸 財 産区 534 538 △ ４

藤 田 財 産 区 2.227 464 L763

計 357.377 332.4 24 .893

公営企業水道事業会計予算（当初）
(千円)

科　　　　 目 ��本年度予算額 �前年度予算額 �比 較

収 益 的 �
収入 �50.709 �.499 �12 , 210

�支出 �43.724 �.499 �5.2

資 本 的 �
収入 �50,010 � ０ �50 ､ 010

�支出 �57  . 4 �4  . 5 �53. 9

※配水設仰費に54,00  0千円

町
　
　

債

町
は
町
民
福
祉
向
上
の
た
め
教
育
。

土
木
、
社
会
瓜
祉
施
綬
な
ど
多
方
面

に

わ
た

っ
て
各
種
の
事
業
を
行

っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
費
は
町
税
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
、
国
県
補
肋

金
、
分
担
金

。
負
姐
金
な
ど
の
持
定
財

源
か
ら
ま
か
な
う
こ
と
が
望
ま
し

い
わ

け
で
あ
り
ま
す
が
、
大
規
横

な
建
設
事

業
や
災
害
が
発
生
し
て
臨
時
に
災
害
復

旧
の
た
め
の
経
費
が
か
か
る
場
合
な
ど

こ
れ
ら
の
財
源
だ
け
で
ま
か
な
わ
れ
な

い
鳩
合
は
借
入
金
を
財
源
と
し
て
事
業

を
施
行
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

歳
入
の
不
足
を
補

い
、
後
年
度
に
も
負

咎
Ｆ

転
娘
し
て

い
く
町
の
借
入
金
を
町

債
（
地
方
債

）
と

い
い
ま
す
。

一
般
会
計
費
と

特
別
会
計

地
方
団
体
の
会
針
は
単
一
で
あ
る
の

が
原
則
で
あ
る
が
、
特
別
の
必
要
が
あ

る
燭
合
に
は
独
立
の
会
計
を
般
け
て
経

理
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
特
別
会
計
と
い
い
、
蕃
本
と
な

る
、
あ
る
い
は
原
則
的
な
会
叶
を
一
般

会
計
と
い
い
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
各
事
業

ご
と
に
特
別
会
計
を
設
け
る
の
か
原
則

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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交
通
指
導
員

も
代
わ
る

長

い
川
、
交
通
女
貨
の
た
め
に
努
力

を
し
て
こ
ら
れ
た
、
町
の
．．
．人
の
交
通

指
導
ｎ

の
み
な
さ
・
癶
が
四
り
で
・父
代
さ

れ
ま
’
』た

．
持

に
ひ
咬
吟
の
児
斫
の
安

らＬ
に
気
を
配
り
Ｉ

父
滷
附
心
’

に
あ
た
こ

て
こ
ら
れ
ま
し

た

ご
苦
労
さ
ま
で
し
か
。

占
内

柚
作
さ
人

昭
利
4
2
1
Lり

慨
久
間
菊
人
郎
さ
ん
　

〃

佐
藤

哨
占
さ
人

昭
和
６
￥
よ
り

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

佐
休

正

康
き
λ

錦

町

眄
も

好
吠
さ
ん

宮
町
北

吃
俘

萸
４

さ
人

富
町
巾

佐藤住民課長

〔退職された方 々〕

６沢ミj f･さん 光町　 ヨッさん 八巻八1･ へさ人 五木　ｲ  ﾖ さ 人 眛 長Ｌさ八

〔新採用の方々j

林 相f-さん 女藤由美子さん 加藤富 久代さん



役
場
が
夜

無
人
化
に

緊
急
連
絡
は
各
課
長
宅
へ

役

場

の

夜

間

警

仰

は

、

今

ま

で

常

に

．
幺

の

畷

ａ

が

‘こ
 
･ 一
 
い
 
- 
ﾉ 戸
 
､ 
ﾉ

し

た
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、

四

月
‥

．
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か
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簪

臟

会

社
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委

託
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の
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八
叶
．．．卜
分
ま
で

Ｌ

、
Ｈ

、
睨

祭
日
な
ど
の
休
日
は
午
険
．にａ
時
か
ら
翌

朝
八
時
．
’．卜
分
ま
で
罵
人
化
と
な
り
ま

ｔ

無
人
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後
は
、
る
１
ぱ
ん
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呎

し

て
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緊
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な
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長

へ

直

鍵

心
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だ
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た

と

え

ば

、

火

嘔

の

場

べ
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消
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署

、

そ

し

て

住

民
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、
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、
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、
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什
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踏
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各 課 畏 の 氏 名 と電 話 番 号

建a4 ・長 遠 蕀 舍六2540

ｆｔ１ＱＪ鵞長f を1  ｲ - 48  3

１￥仮夐J撃14　 人i痊･Xj　3483

税 務 課 長 画 部直 人3  毬 66

１翕冫殳よ拏14  ヾH ｰ り１ 2537

哨 耄次 長　 巾 村！攵㎡１ 4  4 66

令1糾丿掌長　 ４皿夕xi}1s働 ２４･s･I

水 道　 ，･一 日 剏 1  i  70

教ff 昏11 鉗ぷ欠14
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ブラジルから里帰り

斎藤　 シチさん

三
十
九
年
ぶ
り
で

懷
し
い
日
本
へ

Ｉ

ま

る
で
洲
島
太
郎
の
心
境
で

す
Ｉ

。
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
．
三
卜
九
年

ぶ
り
に
日
本
の
上
を
踏
み
、
生
ま
れ
故

廊
に
帰

っ
て
き
た
甫
Ｉ

シ
チ

さ
ん
が
、

先
日
役
舛
を
訪
れ
ま
し
た
．

甫
薄
さ
λ
は
丙
大
岐
の
出
身
で
．
附

和
十
二
年
八
月
、
卜
八
歳
の

と
き
．
夫

が
降

っ
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル

に
渡
り
ま
し

た
。
本
当
に
阿
む
わ
か
ら
ｆ

無
邪
気

な

訊
持
で
し
た
。
で
廴
、
ま
わ
り
は
ほ
と

人

ど
日
参
人
で
、
ｔ
占
労
ら
し
い
笘
労
は

し

ま
せ
人
で
し
た
ご

と
、
当
時
を
ふ
り

返

っ
て
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す

現
在
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
約

六
〇
〇

キ
ロ
離
れ
て

い
る
バ
ス
ト
ス
と
い
う
町

で
、
家
族
で
人
規
模
な
養
蚕
を

や
っ
て

い
ま
す
Ｉ

十
ど
も
さ
ん
は
六
人
で

。
み

な
成
長
し
、
よ
く
ｆ

つ
だ

っ
て

く
れ
る

そ
う
で
す
。

市
藤
さ
ん
は
、
巾
咽
の
太
賜
の
よ
う

に
明
る
く
カ
ラ

ソ
と
し
て

い
て
、
そ
の

Ｈ
や
け
し
た
笑
顏
の
な
か
に
、
悔

い
な

く
生
き
て
き
た
自
信
と
手
ご
た
え
の
よ

う
な
む
の
を
感
じ
ま
し
た
。

※
実
家

は

‥
人
字
西
大
技
字
並
聊
ト

ー
地
丿
　

世
帯
主
（
兄

）
菊
地
弁
治

さ
ん
。

役
塲
の
る
す
番
電
話
番
号
は
、
代

表
番
号
で
あ
る
2
1
1
1

で
す
。

学
校
も
機
械
警
備
に

役
場
と
同
じ
く
、
学
校
（

県
北
中
、

小
坂
癨
、
藤
田
小
。
森
江
野
小
。
人
木

戸
小

）
も
四
月
か
ら
宿
直
目
を
置
か
ず

機
械
瞽
臟
に
な
り
ま
し
た
。
￥

険
五
時

か
ら
翌
朝
の
八
時
ま
で
無
人
と
な
り
ま

す
。

空
を
飛
ん
だ
オ
シ
ン
メ
さ
ま

町
の
民
俗
資
料

フ
ラ
ン
ス
ヘ

「
国
見
町
史
」
が
橋
わ
た
し

物

に
叭
表
あ
る
ｙ
」同

じ
く
．
ｈ
‥学
り

能
の
現
代
社
食

に
、
キ
リ
ス
ト
枚
や
仏

教
が
入
る
以
前
の
．
い
わ
ゆ
る
原
妨
宗

教
が
押
？
．逅

っ
て
い
る
と
い
・ａ
話
．

そ
の

．
ぺ

拝
(

 
) 号
 
ｼ

る
眤

度
の
石
、
木
片
、
口
妲
、
人
間
の
毛
髪

護
符
な
ど
を
、
こ
れ
に
抻
力
が
備
わ

Ｊ

で

、
る
と
考
え
て
、
お
守
り
と
し
て

つ

４

’

ね
に
身

に
つ
け
、
拝
ん
だ
り
、
は
仰
す

る
、
こ
れ
を
学
占
は
庶
物
崇
拝
と
か
物

神
崇
拝
な
ど
と
い

Ｊ
で

い
る
一

戦
地
で

肌
身
は
な
さ
ず
つ
け
て

い
た
Ｆ

人
針
も

そ
の

．
つ
．

そ
の
．一
、
巫
女

ｆ
み
こ
ゝ

が
神
が
か

り
し
て
神
窟
を
笘
げ
る
．
踊
り
や
歌
、

呪
文
（
じ

ゅ
も
人
一
な
ど
を
繰
り
返
し
、

太
鼓
、
鈴
、
弓
な
ど
を
使

り
て
神
が
か

り
状
態

に
入
る
．

ぶ
‥凶
を
占

っ
た
り
、

惑
例
を
除

い
た
り
す
る
．
ま
た
死
者
と

の
対
話
な
ど
を
す
る
．

こ
う
し
た
こ
と
は
当
地
方
だ
け
で
な

く
、
日
本
全
国
に
行
わ
れ
て
き
た
も
の

で
い
わ
ゆ
る
民
俗
宗
教

と
い
わ
れ
て

い

る
ｅさ

て
そ
の
民
俗
宗
教
の
例
と
し
て
、

わ
が
国
見
町
大
字
大
木
戸
字
岩
塚
、
佐

藤
健
治

、
　
ぐ
　
４

　
し

い
る
寸
シ

ン
メ

さ
ま
が
、

い
ま
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、

匯
界
民
俗
乍
界
に
鵬
題
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
こ
の
オ
‘ン
ン
メ
さ
ま

は
。
わ
が

国
兒
町
史
編
ｌ

専
門
委
り

。一
紙
源
作
先

生
が
町
内
の
民
俗
調
査
中

に
兄
つ
日

、

９
回
出
版
の
町

史
繭
四
眷
の
口
桧
写
真

に
紹
介
さ
ね
た
。
そ
の
可
婢
な
妾
が
、

京
郎
大
谷
大
半
教
授
紅
来

重

先
生
に

兒
そ
め
ら
れ
、
こ
の
た
び

‐‐１
か
年
の
喫

約
で
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
佗
の
郎

パ
リ

を
始
め
各
地
で
開
か
れ
る
齔
界
人
形
屓

に
、
日
本
に
お
け
る
最
も
原

始
的
な
人

形

’
ひ
と
が
た

）
と
し
て

デ
ビ

ュ
ー
す

る
の
で
あ
る
。

オ
シ
ン
メ
さ
ま
は
す
で

に
世
界
有
数

の
民
俗

学
者
瓦
米
教
授
の
胸
に
抱
か
れ

さ
き
ご
ろ
の
豪
華
飛
行
機
で
彼
の
地
に

譱
き
、
胄

い
目
の
パ
リ

ツ
子
遠
に
珍
ら

し
が
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。



募集作品発表

藤田小学校・５年

阿部 啓美

小
さ
な
親
切

私
は
と
き
ど
き
毋

と
弟
と
い
っ
し

よ

に
。
柵
鳥
の

デ
パ
ー
ト
に
買

い
物
に
行

あ

る
日
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

デ
パ
ー
ト
の
食
ど
う
に
入
る
と
、
十
二

時
近
か

っ
た
の
で
と
て
し
こ
ん
で

い
た
。

驚
か
っ
た
か
・
气

ひ
や
し
ら

ゆ
う
か
を

た
の
ん
だ
が
、
な
か
な
か
こ
な
い
の
で

い
ら

い
ら
し
て
侍

っ
て

い
た
ら
、
や

っ

と
き
だ
。

し
ら
な
い
中
￥

の

お
ば
さ
ん
こ
人

が

私
の
と
な
り
に
す
わ
っ
た
。
着
物
を
き

て
い
る
品
の
よ
さ
そ
う
な

お
ば
さ
ん
で

し
た
。
　
　
　
　
　

・

う
ち
の
毋
が
、
お
ひ
や
を
の
ん
で
し

ま

っ
た
の
で
も
う

。
ば
い
の
も
う
と
し

て
仏
に

「
お
ひ
や
、
も
ら

り
て
き
て
ぃ

と
い
っ
た
。
で
も
私
は
お
な
か
が
十
い

て
い
て
、
と
て
も
い
た
か
っ
た
か
ら
、

す
ぐ
立
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す

る
と
、
と
な
り
に
い
た
お
ば
さ
ん
が
、

毋
と
払
を
兇
て
、
コ
ノ
ブ
に
水
を
つ
い

で
も
っ
て
き
て
、
だ
ま
っ
て
つ
く
え
の

上
に
お
い
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の
と
き

と
て
も
す
ま
な
い
気
持
に
な
っ
た
。

『
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
』

と
毋
は
い
・つ
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

そ
れ
か
ら
そ
の
お
ば
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
た
。
小
さ
な
親
切
で
は
あ
る

が
、
私
む
じ
し
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
か

っ
た
。
ち
ｉこ

と
し
た
思
い
や
り
が
、

し
ら
な
い
人
と
で

も
仲
良
く
で
き
る
の

だ
と
思

っ
た
。
こ
の

デ
パ
ー
ト
を
出
て

山
田

デ
バ
ー
ト
に
ま
わ
っ
て
買
い
物
を

し
ま
し
た
。

家
に
仰

っ
て
き
て
か
ら
母
に
、
親
切

正
成
、
思

い
や
り
は
、
お
金
よ
り
も
か

ら
が
あ
る
の
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

小
さ
な
親
切
で
も
い
い
か
ら
、
私
は

た
く
さ
ん
や
り
た

い
。

。
人
で
も
多
く

の
人
が
、
ち

よ

り
と
し
た
思

い
や
り
が

あ
れ
ば
、
こ
の
国
兒
町
も
も

っ
と
む

っ

と
明
る

い
町

に
な
る
の
だ
と
、
払
は
思

・
１

私
は
そ

う
思

っ
て
触
日
を
生
活
し

て
い
ま
す
。。

土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き

土
地
や
建
物
を
売

っ
た
と
き
の
利
益

を
駆
岐
所
得
と
い
い
、
こ
れ
に
対
し
て

脱
金

が
か
か
り
ま
す
。

譲
渡
所
ま
　
・

　
屡
　
ど

か
ら
劃
・取

呀

費
、
２
仲

介
ｆ
数
料
や
測
Ｍ

費
な
ど

の
譲
渡
費
用
を
差
し
引
い
た
も
の
で
す
。。

譲
渡
所
僻
の
悦
金
は

よ
昭
和
四
卜
。。￥

以
前
か
ら
侍

り
て

い

た
場
合
の
『
長
期
譲
渡
所
冊

』
と
Ｉダ
四

卜
四
年
以
険
の
場
合
の
「
Ｍ

關
譲
渡
所

呀
」
と
に
分
け
て
計
算
さ
れ
ま
す

。

’針
算
例
｝

▽
長
期
譲
渡
所
僻

特
別
控
除
（
通
常
百
万

円
こ

陏
の

譲
渡
所
得
が
二
千
万
円
以
ド
の
場

‥`

所
得
咬
二
〇
％
、
住
民
脱
六
％
柵
当

加
▽
短
期
譲
覆
所
得

所
得
咬
柚
低
四
〇
％
、
住
民
咬
飛

低

二

。％
Ⅲ
当
顫

特
別
控
除
僮
の
「
長
期
譲
渡
所
得
」

が
二
千
片
円

を
超
え
た
場
へ
口
の
脱
ｔ

の

計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
『
。

く
わ
し
く
は
最
寄
り
の
咬
務
署
、
県

税
嘔
鴟
驚
、
役
場
咬
務
課
へ

ど
う
ぞ
。

国見史 跡めぐり

26
題字は佐藤町長

堰下古墳と和鏡

【発兄された和鏡】

・叭
田
字
堰
ド
言

６
牡
鴣
Ｅ

は
、
県

北
地
力
で
は
齢
ぺ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

占
喰
が
一
擂
あ
る
．
円
喰
で
、
直
ほ
約

．一
〇
ド
ほ
ど
あ
り
、
立
地
は
独
な
箟
陵

の
南
収
郎
に
位
置
し
、
こ
こ
に
は
阿
基

か
の
占
墳
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
住
七
ｌ
ａ

の
さ
い
破
哨
き
れ
、

．

舫
だ
け
が
残
さ
れ
た・

展
望
の
き
く
独

ｙ
‥眩
隍
に
占
喰
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
占
墳
時
代
で
し
占
い
時
代
の
も
の
で

あ
る
こ
と
ｆｙ
示
し
、
か
つ
て
４
嗣
鐃
を

出
廴

―
た
と
い
わ
れ
て
い
三

現
に
埴

帖
片
が
抹
叭
さ
れ
、
１
た
石
裝
隕
造
品

刀
ｒ
一
む
出
上
、
占
填
の
内
郎
構
造
は

柿
式
Ｇ
川
で
あ

．
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
お
し
て
占
喰
時
代
前

回
木
か
中
川
前
ｉ
の
も
の
で
あ
る
と
惟

定
さ
れ
て
い
る
．

と
こ
ろ
で
叶
￥
卜
り
、
墳
丘
の
廝
の

郎
分
よ
り
与
μ

に
み
』り
れ
る
よ
う
な
鐃

が

高

擒

力

泊

氏

（

｀

）
に

よ

っ

て

発

兄

さ

れ

た

。

こ

の

よ

う

な

鏡

は

和

鯱

と

い

わ

れ

奈

良

．
ｌ
江

戸

時

代

ま

で

哽

用

さ

れ

た

。

今

慶

発

見

さ

れ

た

も

の

は

直

径

が

九

。

ｒ

ａ

！

・

Ｉ

９

よ
Ｉ

六

ぺ

あ

り

。
洲

浜

双

鳥

諸

と

い

・
７

叭

林

で

、

こ

の

鏡

と

同

じ

よ

う

な

図

哂

は

、

山

形

県

の

羽

川

神

社

よ

り

Ｑ

兄

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

平

安

時

代

の

し

の

で

あ

る

の

で

、

壥

ド

か

ら

発

兒

さ

れ

た

鐃

ｔ

弔

安

か

謙

き

の

し

の

と

み

ら

れ

る

、

県

北

地

方

で

こ

の

時

代

の

扣

鐃

が

発

見

さ

れ

て

い

る

の

は

福

鳥

市

俳

火

山

羽

山

廃

業

跡

出

Ｌ

の

も

の

が

あ

る

の

み

で

、

き

わ

め

て

良

咀

な

む

の

で

あ

る

Ｉ
。

今

川

は

鐃

が

。

睨

宛

兄

き

れ

た

だ

日

で

あ

る

が

、

む

そ

ら

く

こ

の

地

は

唹

安

・

鎌

ま

朋

に

嵯

塲

が

耆

ま

れ

て

い

た

可

艇

性

が

あ

り

、

徳

江

廃

寺

と

と

も

に

仏

教

文

化

の

高

い

も

の

を

も

っ

て

い

た

と

い

え

よ

・
十

宀

圸
と
皿
４
力
癶

俾
的
ｆ
‘
。
Ｘ

’
り
は
？

・・
。
～

い
‘



小
坂
青
年
会

こ
の
四
月
‥で
こ

年
め
を
迎
え
る
若

い

肓
年
会
で
す
。
若
い
者
同
志
が
集
ま
っ

て
、
話
し

ｎ`
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン

を
通
し
て
沖
間
づ
く
り
を
し
た
い
。
た

だ
そ
れ
だ
け
の
単
純
な
思

い
つ
き
か
ら

発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
会
貝
が
．
Ｆ

六
名

お
り
。
晦
日
‥一
川
卜
丘
口

に

鳥
取
地
区
の
御
茶
場
に
て
定

例
会
を
開
く
ほ
か
。
幅
広
く

活
動
し
て
お
り
ま
４‐

。
そ
の

内
容
を
人
別
し
て
み
ま
す
と

ぺ

地
域

と
の
親
睦
を
深

め
る
。

こ
、
仲
間
づ
く
り
。

一
二
、
学
習
会

。

か
ら
な
り
、
こ
の
三
本
を
哇

と
し
て
蝕
多
く
の
寥
業
が
討

。幽
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
楽
し

い
う
ち
に
し
議
論
に
然
中

し

不
安

に
落
ち
入
り
な
が
ら
も

仲
間

に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
き
ま
し

た
。。
‐１
つ
一
つ
の
嘔
ｔ
｀
を
進
め
る
に
あ

た
う

て

。
会
口
の
穴
ぼ
感
の
問
題
、
少

数
意
兄
の
糘
さ
、
協
調
性
や
人
間
関
係

の
む
ず
か
し
さ
に
ぶ
っ
か
り
ま
于
。
が
、

そ
の
た
び
ご
と
に
。
会
ｎ

で

戉
剣
に
話

し
ぺｎ
い
が
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
生
活
の
中
で
人

い
に
役
仗
つ
こ

と
と
思

い
ま
†

。
ま
た
し
ｙ

リ
エ
ー
ジ

ー
冫
を
通
’
干

仲
間
意
識
が
高
ま

・つ
た

こ
と
も
人
き
な
収

羶
で
す
。

「
寿
年
期
を
ど
ぅ
生
き
る
か
に
よ

っ

て
人
生
が
決
ま
る
」
と
言
‐つ
た
人
が
い

ま
す
。
人
人
に
な

っ
て
は
じ
め
て
自
分

の
社
会
的
兒
歳
の
挟

さ
に
気
づ
き
。
人

間
性
の
追
求
の
場
を
呀
よ
う
と
十
る
こ

と
が
自
然
に
乍
じ
て
く
る
と
思
い
ま
十

。

そ
の
時
は
、
政
年
期
の
よ
う
な
自
由

が

な
く
、
受
ａ

人
れ
る
場
し
な
く
な
り
ま

↑

．．
ま
べ

か
た
た

っ
た
環
境
か
ら
社

会
を
兇
や
十
く
な
る
前
に
ぜ
ひ
一
度
．

青
年
会
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
活
動
を

お
す

す
め
し

ま
大

．

小
収
地
区
の
み
￥
の
み
な
さ
ん
、
吐

会

人
と
し
て
の
日
を
一
緒
に
培
い
な
が

ら
、
悔

い
の
な

い
肖
弟
關
を
お
く
る
た

め
、
ぜ
ひ
小
坂
寿
￥
会

に
加
人
し
ま
せ

人
か
「

例
会
日
な
ど
に
気
軽
に
顏
を
出

し
で
く
だ
さ

い
．

友
達

と
し
て
陟

っ
て

い
ま
す
．

最
後
に
、
寿
￥
公
活
動
の
た
め
に
心

強
い
は
げ
ま
し
と
ご
指
刄
を
く
だ
さ
い

ま
し
た
地
岐
の
方

々
に
心
か
ら
懸
謝
巾

し
ｈ
げ
ま
十
．
特
に
、
鳥
取
部
落
艮
さ

人
と
地
区
の
み
な
さ
ま
に
は
た
い

７
（

ね
匯
鵬
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

十
．
壽
年
会
し
こ
れ
か
ら

当
　コ
　レ
　に

く
つ
も
り
で
す
．
よ
ろ
し
く
む
嘶

い
Ｉ

ま
↑

．．
　
　

会
長

阿
部
正

幸

・．ａ
四

六
二

．
ご

ｓ ．５0．７ ．県民の 森で

予
防
接
種

健
康
状
態
を

よ
く
知
る
こ
と

舂

は

ｆ

防

接

陲

の

季

節

で

ト
ー
．

小

さ

い

お

子

き

λ

を

持

つ

お

雌

さ

ん

は

も

う

一

峻

叺

孔

Ｆ

帳

で

ｒ

防

接

陲

を

受

け

て

い

る

か

ど

う

か

確

か

め

て

ド

さ

い
、
．

法

律

に

よ

‘．
て

必

け

る

こ

と

が

定

め

ら

れ

て

い

る

Ｆ

防

接

哺

は

．

廈

そ
・
弋

．‘ｙ

７

↓ｙ

リ

ヤ

、

．白

日

せ

き

．

愚

作

叭

自

知

炎

、

ツ

ベ

４

７

リ

ト

　
、

　
　

り

ま

す

．Ｐ
防
注
射
は
、
健
康
な
Ｆ
ど
も
が
か

・
り
た
の
凋
ｆ
の
よ

い
時
に
受

け
る
の
が

前
提
で

す
。
む
母
和
 
､ ぐ
 村
日
峨
か
ら
そ

の
ｆ

の
体

い`
、
健
康
状
態
に
訊
を
く
は

る
必
要

が
あ
り
ま
ｔ

。
な
ん
と
な
く
気

に
な
る
譁
ｆ

が
あ

っ
た
り
し
た
と
き
は
、

’Ｐ
診
の
医

師
に
Ⅲ
談
ず
る
か
、
あ
ら
か

Ｕ
め
か
か
り
っ
け
の
お
医
む

さ
λ

に
Ⅲ

該
す
る
こ
と
む
必
留
で
十
。

匚

予

防

接

種

を

受

け

る

前

の

注

意

１

１
・
そ

の
「
ｒ

の

健

康

状

態

を

よ

く

知

っ
て

い

る

宀

　
、

　

く

が

つ

れ

て

く

る

。

農

家

で

甄

を

計

っ

て

み

る
『
。

３

泌

知

鴦

、

問

診

祟

を

確

認

し

。

は

ｆ

ｌ

帳

を

も

っ

て

く

う

‐ｔ

受

け

た

日

と

翌

日

は

お

風

呂

に

は

い

れ

な

い

こ

と

が

多

い

の

で

、

そ

の

前

凵

に

人

浴

さ

せ

て

お

く

。

５

消

潔

な

衣

川

夲

う

ほ

て

、

受

け

る

町
　

に

は

は

げ

し

い

連

動

を

さ

せ

な

い

。

６
一
関

係

の

な

い

Ｆ

は

つ

れ

て

い

か

な

い

。。

以

Ｌ

守

。
で

く

だ

さ

い

。

４月　卯月（うづき）

18日・県知奉選挙投累Ｈ

一発明の11

2叫1・遍信記念日・邸便週

閧 一切手趣昧週問

29日・天I;¶.誕生Ｈ

５月　五月｛さつき｝

ＩＨ・第47川メーデー・Ｈ

本赤十字社創立記念日

・|!|い羽恨運動始まる

21」一八1･八夜

３Ｈ・憲法記念日
5EI・ ，x鬢・こどもの日

811 一世界赤|一字デー始まる

９日・毋の11 ・人相撲 哽堝

所始まる

10日・愛鳥週間始まる
1,1日 一部分月食

【メモl

おぽ ろ月　 存は 人気･IIの

水分 がｓいの で、雌jl てみ

ると物 の姿 がぽ 一 一･と か-l’

人で 兇え ま･r ，おぱ ｙ,とい

うのは･ｇ の 夜の現象 で、 お･:

ま･ろll は 秋の冷 たい11 と遠･･

たあ たた かい 感じ か しま

す。「 毒宵-･ 剣値千 金」 と

い う占 い爵句 があり ま･1･が

毒の 夜を お金に換算 す れば

ま さにその とお･りと い えま

ＬＩ う。

グル ープ

紹介



完成
公 営 住 宅 と

自 転 車 置 場

環
境
は
バ
ツ
グ
ン

昨
年
ト

ー
Ｈ

か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
た
公

営
住
宅
．一
楝
匕

尸
が
完
成
し

幸
し`
た
．

総
彰
襃
費
は
約
四
千
三
百
四

卜
八
万

川
で
、
簡
易
耐
火
搆
造
．
Ｊ階
建
て
、
一

一
卩
あ
た
り
の
延
而
碵

は
扛

．
こ
（
Ｉ
↓栄

片
メ
ー
ト
ル
で
十
．

増
所

は
、
山
崎
字
大
坂
地
内
の
鳥
台

に
稾
り
、
見
晴
ら
し
の
よ

い
靜
か
な
と

こ
ろ
こ
十
．
町
で
は
こ
こ

に
ご
．卜
．″
の

建
設
を
ｆ
定
し
て
い
ま
す
．・

な
お
求
貸
は
り
一
万
五
千
円
で
三
口ｎ

一
一
卜
瓦
Ｈ
人
居
占
が
決
定
し
ま
し
た
．

利
用
者
も
安
心

こ
の
ほ
と
山
崎
字
巾
鳥
地
内

一
。駅
の

束
側
約
。Ｅａ
ト

ノ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
一

に

μ
滅

な
自
似
呶
置
均
が
完
成
し
ま
し
勺

こ
れ
は
、
町
か
総
加
約
：

四
び
円

を
か
け
て
建
て
た
ｔ
・
の
で
、
約
匕
卜
・
。

台
収
容
で

き
ま
↑
『
、。
こ
れ
ま
で

路
卜
に

投
け
ぐ
お
か
れ
、
川
や
叭
に
さ
ら
さ
れ

て

い
た
心‥
似
車
も
、
今
で
は
整
然

と
自

鉛
φ
置
場
に
並
べ
ら
れ
、
や

。
と
落
ち

つ
い
た
よ
う
で
し
た
。

利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
注
意
３
き
を

よ
く
浹
ん
で
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な

い
よ
う
守

つ
で
ド
さ

い
。

よ
く
考
え
て
／

老
齢
年
金
の
　

繰
上
げ
請
求

国
民
年
金
の
老
齢
犀
ｔ

は
、

．
定
の

期
間
保
険
料
を

納
め
た
人
に
六
卜
丘
歳

か
ら
支
給
さ
れ
ま
1‐
．．

し

か
し
本
人

が
希
望
す
れ
ば
、
六
卜

歳
か
ら
六
十
川
歳
ま
で
の
間
な
ら
、
支

給
期
間
を
繰
り
上

げ
て
も
ら
う
こ

と
が

で
き
ま
す
．
最
近
は
．
こ
の
繰
り
Ｌ

げ

納
求
を
す
る
人
が
目
立

っ
て
多

く
な
り

ま
し
た
．

だ
け
ど
ら

よ
つ
と
侍

っ
て
く
だ

さ
い
。

こ
の
繰
り
ｈ
げ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る

と
、
人

暢
に
減
ら
さ
れ
て
、
次
の
よ
う

に
少
な
い
削
合
の
￥

衾
し
か
妥
け
ら
れ

ま
せ
ぺ

。

六
〇
歳
で
受
け
る
増
合

屁
八
％

六
一
歳
で
受
け
る
堝

ｎ`

六
五
％

六
二
歳
で
受
け
る
場
合

辷
二
％

六

。こ
歳
で
受
日

る
場
合

八
〇
％

六
四
歳
で
受
け
る
場
合

八
九
％

こ
の
繰
り
Ｌ

げ
脯
求
に
よ

っ
ぐ
減
舶

さ
れ
た
場
合
は
。
そ
の
人
が
六
十
瓦
歳

に
な

っ
た
後
も
生
涯
続
き
ま
す
。
物
価

ス
’ワ

イ
ド
な
ど
で
年
金
額
が
増
額
さ
れ

で
も
、
や
は
り
同

じ
割
｀
口
で
減
額
さ
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
減
額
を
、
十
年
年
金
に
つ

い
て
み
ま
す
と
、
次
の
と
お
り
で
ｔ

。

年　 月 智.S 嚶 亠 差1●●

46年５Ｈ S,(XX)円 2.呎X)円 2  ﾖ 興》円

49￥口l 12.1XX)円 7 . 2円 S.S}円

49 9 1114 . 2円 8 . 4 円 6.85.円

ｓ年･9 11け .871円 2.2 円 7,429円

こ
の
よ
う
に
み
ま
Ｉ

と
、
病
弱
の
人

な
ど
ｙ

く
年
金
を
受
け
る
必
霎

が
あ
る

場
｀
口
を
除
い
て
、

。
餃
に
は
六
十
丘
歳

か
ら
減
額
さ
れ
な

い
嶇
衾
を
誚
求
さ
れ

る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

よ
く
お
考
え
下
さ

い
。

国勢調査ミニ速報

昨年行われた国勢碕査の人口概致が、このほど

速報として公表されました。

今回は人口 、世帯数のみお知らせいたします。

Ｍ ｊと睛幣数の柾移

;I吋兄S卩
世
帯

数
　

２
、
７

２
７

戸

人

口
　

１
１

、
９

２

７
人



中
国
児
童
画
展
へ
ど
う
ぞ

国
見
美
術
会
ジ
ュ
ニ
ア
部
の
主
催
で

中
国
児
童
画
展
を
開
き
ま
す

。
こ
れ
は

子
ど
も
遼
の
作
品
を
と
お
し
て
、
国
際

親
善
と
既
界
平
和
の
た
め
に
。
ま
た
災

術
教
胄
研
究
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を

順

つ
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で

す
。

み
な
さ
ま
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

期

日

五
月
五
日
（
水
）

会

鳩

町
民
福
祉
セ
ン

タ
ー

入
場
料

無
料

筏

橿

町
教
育
委
ｎ

会

公
民
館

町
文
化
川
体
迎
絡
協
議
会

絵
の
国
籍

中
国

の
兇
鼠
鹵
を
み
て
ま
ず
感
じ
た

ご
と
は
、
国
柄

が
非
附
に
よ
く
出
て

い

る
と
い
う
畊
実
だ
。
子
供
の
属
す
る
国

の
よ
う
す
が
ま
ざ
ま
ざ
と
思
像
さ
れ
て

興
味
飛
い
。
た
だ
、
国
柄
と
い
っ
た
け

れ
ど
、
そ
れ
は
民
族
、
風
上
、
文
化
、

政
治
す
べ
て
で
は
な
く
て
何
か
。
あ
る

要
素
が
強
く
児
童
に
庚
映
し
て
い
る
よ

う
な
訊
が
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
に
は
、
人
人
の

絵
よ
り
子
供
の
絵
に
強
く
国
繕
が
出
る

と
い
う
こ
と
は
、
児
叡
幽
を
観
賞
す
る

楽
し
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
美
術
教
育

の
課
題
を
解
く
鍵
で
あ
る
よ
う
に
思
え

る
。
　

国
兒
災
術
会
ジ
ュ
ニ
ア
部

会
長

石
原
兄
雲

善
意
の
窓

次

の

方

々

か

ら

あ

た

た

か

い

裨

忿

が

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

・
‥・
国

見

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

バ

ッ

ク

ネ

ッ
ト

ー

県

北

中

に

・
‥・
玉

木

イ

ヨ

さ

ん

Ｉ

Ｓ

Ⅲ
隊

肓
断
所
綺

』

冷

蔵

庫

眼

球

台

各

一

台

－

藤

田

保

育

所

に

・
‥・
佐

野

今

朝

古

さ

ん

（

徳

江

字

義

郷

）

二

万

円

－

町

社

｀
″
福

祉

協

議

会

へ

・
‥・
ホ

ー

ム

セ

ン

タ

ー

ゴ

ト

ー

一

帖

皐

一

台

ず

つ

町

の

各

小

学

校

に

・
‥・
匿
　

名い

ち

ょ

う

の

苗

木

百

本

―

藤

田

保

宵

所

に

調査のおしらせ

5月1日 商桑統計調査

この調査は、商業の国

勢調査ともいえるもの

で、２年に１回、全国

の全ての商店を対象に

調査するものです。 今

年は第13回目で、Ｓ月

１日現在で調壷を行い

ます。

固
定
資
産
税
の
納
期

四
月
か
ら
五
月
に
延
期

固
定
資
産
税
恭
一
期
の
納
期
は
四
月

と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
五

十
一
年
度
は
三
年
に
一
度
行
わ
れ
る
秤

価
替
の
年
に
あ
た
り
、
土
地
な
ど
に
対

す
る
圃
定
資
産
税
を
今
回
見
直
し
を
し

て
適
正
な
も
の
と
す
る
た
め
の
改
正
法

が
国
会
に
提
案
さ
れ
、
さ
る
三
月
三
十

一
日
に
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
法
陬
の
改
正
に
伴
っ
て
、
固
定

資
産
税
譚
税
台
帳
を
新
た
に
整
備
し
、

納
税
さ
れ
る
方
の
便
宜
と
納
税
行
政
の

円
滑
な
連
営
を
図
る
た
め
、
圃
定
資
産

税
の
納
期
を
１
ヵ
月
延
長
し
、
五
月
納

期
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
地
方
税

法
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、
次
号
（
五

月
号
）
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

戸
籍
手
数
料
な
ど
が

変
わ
り
ま
す

○

四

月

一

日

よ

り

可

一
月

町

議

会

定

例

会

で

決

ま

る
Ｊ

住

民

夲

…

全
日
町

し
．た
收

ま
で
　

一
８

円

・
　

・

六
咬
Ｉ

枚

ま
ｔ

二
８

川

・
　
　

一

郎

写

一

枚
　

一
８

円

印

鑑

証

明

…

…

…

…

一

枚
　

一
８

円

．

豊

録

証

肖

久

付

一

件
　

こ
８

円

睨

、

国

傑

等

証

明

：

≒

枚
　

一
８

円

バ
イ
冫

ン
バ
’
叫

文
付
・・一
二

件

一

一
８

円

転

出

証

明

…

…

…

…

一

件
　

西

円

．
　

肖

交

付

・
…

件
　

一
８

円

仮

ナ

ン

バ

ー

…

…

…

一

件
　

四
８

円

地

図

…

…

…

…

…

…

一

枚
　

一
一
８

円

紙

（

コ

ピ

上

・・
一

枚

５

円

～
一
竃
円

○

五

月

一

日

よ

り

’
全

国

一

斉

に

施

行

さ

れ

る

Ｊ

戸

籍

の

膾

、

抄

本

…

…

‐．

通

一
己
〔
Ｍ

‥

除

籍

の

Ｉ

、

抄

本

…

…

一

通

二
８

円

戸

籍

の

紀

敏

事

項

証

明

見

外

一
８

円

除

籍

の

紀

叙

事

項

証

明

王

件

言
〔
ｍ

‥

受

理

証

明

書

…

…

一

通
　
　

一
８

円

上

質

紙

使

用

の

婚

姻

届

等

の

受

理

証

明
一

…

一

通

（

８

円

戸

躇

簿

の

閲

覧

…

…

一
一
尸

節

一
８

円

除

籍

簿

の

閲

覧

…

…

一

ｊ
″
籍

二
８

円

届

書

類

の

閲

覧

’み

馴
一

件
　

一
〔

ｍ`

‥

寨
戸

籍
の
一

抄
本

等

を

郵

哽
で

締

求

さ

れ
る

と

き

は
．

必

ず

呪
衾

占

留

か
郵

哽
Ｑ

の

窕
顫

小
為

糾
‥
で
・

郵
哽

切
Ｆ

で

Ｉ

教
科

を

納

め
る

こ

と

は
で

き

ま

せ
ん

の
で

注
血

し

て
下

さ

い
．

ご
結
婚
お
め
で
と
う

( ３月中に蟠榲届さ れた人)
齊
藤
　

年

貝

剛

高
檎

か
ね

宮
城
県
白
石
市

鈴
木

文
人

川

内
’

八
番
美
干
ｆ

耋
山
町

湯
川
　

滿

桑
折
町

宮
野
い
つ
Ｆ

小

黥

佐
藤

μ
平

石
毋
皿
表

菊
池

朝
子

梁
川
町

松
浦

閥
吉

石
毋
田
西

八
巻

正
子

梁
川
町

大
友

文
一
　
大
町
北

村
上
カ
オ
ル
　
徳
江
北

野
村

直
人

板

ぼ

高
橋

裕
子

桑
折
町

新
妻
　

準

錦

町

菅
野

光
枝

東
京
郁
北
区

上
田
　

拓

本

町

搴
　

淳
子

大
町
北

徳
江

賢
一
　
第

九

古
田
よ
ね
子

小

館

松
浦
　
一
彦

大
木
戸

膏
井

ミ
ッ

伊
達
町

高
橋

敏
夫

福
島
市

高
檎
い
き
子

塚
野
目



お
知
ら
せ

「
若
人
の
翼
」

団
員
の
募
集

「
若

人
の
翼

」

は
、
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
ｌ
し
て

い
る
咨
￥
を
海
外

に
派
遣
し
、
正
し

い
国
際
感
覚
と
指
４

力
の
向
Ｌ

を
は
か
ろ
・
１
と
県
か
主
催
し

て

い
る
む
の
で
す
。
期
間
は
昭
和
五
ｔ

一
年
九
月
五
日

か
ら
十
Ｋ
日
間
で
、
行

く
光
は
ヨ
ー
ロ

て

　
幗

で
す
。

募

集

要

項

◇
募
集
人
ｉ
　
　

九
十
四
名

◇
応
募
資
格

・
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
Ξ

十
一
年
四
月
一
日
ま
で
の
旡
ま
れ

で
、
柵
鳥
県
居
住
の
者

・
心
身
か
健
全
で
団
体
ｔ

活
か
で
き

る
者

・
青
小
年
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
加
入
し

冊
国
後
も
活
動
で
き
ふ
者

Ｏ
し
め
切
り
　
　

四
月
三
十
日

応
募
を
し
た
い
方
．
ま
た
く
わ
し
い

こ
と
を
聞
き
た
い
方
は
．
町
教
育
委
臟

会
ま
で
お
い
出
く
だ
さ
い
．

小
児
マ
ヒ
予
防

生
ワ

ク
投

与

Ｉ

第
二
回
－

次
の
日
程
で
．
第
二
回
小
児
マ
ヒ
予

防
ｔ

ワ
ク
千
ン
の
投
孥
を
実
施
い
た
し

ま
す
．
前
に
配
っ
て

あ
る
佃
人
票
と
、

母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．

▽
餓
当
墺

昭
和
恥
年
一

月
一

口
か
ら

卯
年
1
2月
3
1
日
ま
で
ｔ

ま

れ
た
も
の

▽
時

間

午
後
１
時
1
5
分
1
4
5
分

▽
日

程

‰
�

沁
�

じ
｀

�
� 月

日

鴆
’‘

？

森
一ａ
計
小
湊
ｔ

�
藤
　
田

� 大
木
戸

� 小

坂

� 地

区

�
町
民
体
胃
館

�
大
木
一
尸
小
休
育
館

�
小
坂
小
体
宵
館

�

鳩
　
　

所

労
働
保
険
の

年
度
更
新

昭
和
五
十
一
年
度

の
労
働
保
険
｛

労

災
保
険
、
屐
川
保
険
｝
の
年
度
更
研

の

時
期

が
ま
い
り
ま
し
た
．
四
月
初
め
に

局
、
県
か
ら
送
付
さ
れ
る
中
告
衒
川

紙

と
肥
人
嬰
領
を
よ
く
お
読
み

い
た
だ
い

て
．
五
月
卜
五
Ｕ

ま
で
に
、
自
主
申
告
、

自
主
納
付

を
、
も
よ
り
の
令
融
機
関
．

郵
便
局
、
労
働
Ｉ

凖
Ｉ
督
暼
ま
た
は
県

雇
用
保
険
踝
に
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い

い
た
し
ま
す
．

ま
た
、
期
日
ま
で
に
申
告
か
で
き
る

よ
う
、
質
金
台
帳
を
整
備
し
て
お
か
れ

る
よ
う
お
顧

い
い
た
し
ま
す
．

纎
鳥
労
働
一

小
局

鰛
鳥
県
商
工
労
爾
郎

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す

言

溥

中
に
Ｉ
り
ら

れ
た
淘
Ｘ
一

掫
４

｝

｛
父
の
氏
名
一

｛
千
の
名
｝
｛
部
落
｝

木
村

正
竃

見

子

川

内

古
内

宣
雄

紀

子

源
宗
山

佐
藤

久
雄

義

行

高

城

八
巻

朝
男

祐

子

上

野

大
関
　

正

孝

子

大

北

膾
江

征
一
　
　

穂

第
町
九

斯
藤

武
徳

千
賀
子

貝
　

田

佐
薦

長
喜
　
　

隆
　

石

袤

中
計

忠
一
　

洋
　

一
　

鶉

町

石
川

光
罪

佳

子

滌
宗
山

後
藤

松
夫

由
紀
子
　

高
城

関
　

正
義

健
　

一
　

Ｒ

田

大
包

秋
男

‘真

紀

前

田

古
田

晞
丹

譽

昌
　

山

根

玲
木

節
朗

弘

災
　

川

内

遠
藤

忠
雄

裕

二

光
明
寺

紺
黔

芳
雄
　
　

香

宮
町
北

宍
戸
伊
勢
雄

洋

美

町

東

曳
地

我
信

和

子

本

町

蚣
浦

健
佑

志
津
子

石

瞭

異
動
届
は

忘
れ
ず
に
…
…

就
職
、
進
掌
、
転
勧
な
ど
、
四
月
は

最
も
異
動
の
多

い
月
で
す
．

住
所
を
離

れ
る
鳩
合
は
必
ず
．
転
出
証
明
を
持

う

て
行
っ
て
、
新
し

い
住
所
地
に
転
入
屬

を
し
て
く
だ
さ
い
．
届
出
刈
限
は
斬
住

所

に
移
っ
て
か
ら
二
週
間
以
内

と
な

’．

て

い
ま
ｔ

う
っ

た
り
恵

れ
て

い
た
り
、
め
ん
ど

う
な
こ
と
だ
と
、
長

い
間
ほ
う
り
出
し

て

お
く
と
、
職
権
で
住
所
を
消
す
、
つ

ま
り
．
叱
所
不
定
に
な
っ
て
し
ま

い
ま

す
．住

所
を
呉
動
し
た
鳩
合
は
忘

れ
ず
に

役
鳩
戸
籍
住
民
係

ま
で
、
印
か
ん
と
、

国
保
加
入
の
方
は
妓
保
険
者
証
を
お
持

ち
の
ｈ

届
け
て
く
だ
さ

い
．

な
お
、
新

住
所
地
も
明
碓

に
．

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

”
．
阿

中

に
Ｉ

ｎ

ら

れ

ｅ

力
ｘ

Ｉ

輙
ｓ

’

｛

氏
　

乳
ｙ
　
　

一
撃
令
｝
　

一
Ｉ
路
一

石

川

好

通
　
6
4
　

錦

町

斎

藤

マ

ッ

ヨ
　
5
7
　

徳

江

北

商

嬌

義

雄
　
7
4
　

山

崎

北

佐

野

甚

兵

衛
　
7
9
　

第

七

菊

地
（

ル

ヨ
　

鮖
　

第

十

中

｀
’

カ

ネ
　
7
2
　

鶉

町

一

條

き

よ

子
　
2
6
　

大

町

南

寺

島

、

惣

藏
　
6
1
　

第

二

編集日記

一

昏
ら
ん
ま
ん
の
四
月
．
気
温

か
上
が

り
、
あ
た
た
か
な
よ

い
気
候
と
な
り
ま

し
气

最
近
は
、
粟
の
花
む
れ
ん

げ
蕈

も
め
ず
ら
し
く
な
っ
た
け
ど
、
吝
風
に

蝶
が
歸

い
、
た
ん
ぽ
ぽ
か
咲
き
み
だ
れ

る
の
ど
か
な
春
を
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
み

矚

今
月
は
、
暹
迫
｛
ひ
っ
ぱ
く
｝
す
る

地
方
財
政
の
な
か
で
糾
ま
れ
た
、
昭
和

五
十
一
年
度
の
岡
見
町
の
予
算
の
あ
・
り

ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
气

一
般
会

計
は
初

め
て
十
唸
円
の
大
台
に
恥
り
ま

し
た
か
、
内
容
は
町
牘
か
大
幅

に
増
え

て
．
か
な
り
き
ぴ
し

い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
．
さ
ら
に
、
咄
江
川
原

に
予
定

さ
れ
て

い
る
終
末
処
理
鳩
な
ど
大
き
な

問
題
を
か
か
え
、
前
途
は
多
難
で
す
か
、

と
に
か
く
新
年
度

か
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
．

今
月
の
納
税

国
民

健
康
保
険
税

第
　
一
　
期
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